










研究目的と昨年度までの成果

　先天異常の遣伝研究,成因研究で双生児法の応用は重要な手段である。しか

し出生頻度の低い双生児に遣伝病や先天異常の合併症例を発堀し,分析にたえ

る例数を確保することは至難に思われる。

このため,

　1.神奈川県下の全双(多)生児出生記録(人口動態出生票)を転写し,神奈川県

双生児出生データバンクを作成した。またふたごの疫学統計ファイルも作成し

た。

　2.疾病をもつ双生児の抽出には電算機による医療記録連結 (Medica1

RecordLinkage)を行なった。双生児出生データバンクとこども医療センター入

院病歴データバンクの間を数ケの個人標識で連結し,先天異常を合併する双生

児群が効果的に標識された。


